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３．研究概要 

(目的) 

健診受診者における網膜前膜の有病率を調査すること。 

 

(対象と方法) 

ヘルスサイエンスセンター島根で 2005 年 4 月から 2019 年３月の期間に人間ドックを受診

し，判定可能な眼底写真がある 2552 人 5042 眼。２名の眼科医が画角 45 度のカラー眼底写

真で網膜前膜(epiretinal membrane, ERM)の有無を判定した。ERMは，セロファン状網膜

反射(cellophane macular reflex，CMR)，網膜前黄斑線維化(preretinal macular fibrosis, PMF)

に分類した。 



 

 

 

(結果) 

ERM は 217 人(人基準 8.5%)，275 眼(眼基準 5.5％)に認められ，病型は CMR138 人(5.4%), 

169 眼(3.4%)，PMF97 人(3.8%), 106 眼(2.1%)であった。ERM は，年齢階級別の人基準で，

39 歳以下 1.4%，40-59 歳 5.0%，60-79 歳 12.0%，80 歳以上 11.1％(p<0.0001, G 検定)で

あった。年齢は ERM 有り 64.3±0.7 歳(平均±標準誤差)，無し 58.7±0.2 歳で有為な差を
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認め(p<0.0001, t 検定)，男女比は， ERM 有り 52:48，無し 55:45 で差を認めなかった

(p=0.3179, Fisher 正確検定)。高血圧は ERM 有り 56%，無し 46% (p=0.0033)，高脂血症

は ERM 有り 52%，無し 45% (p=0.0441)で差を認めたが，糖尿病には差を認めなかった

(p=0.8082)。 

 

 
 

（結論） 

本邦の健診受診者における ERM の有病率は，人基準で 8.5%，眼基準で 5.5％であり，加齢

により上昇する。ERMには，高血圧，高脂血症の合併が高い可能性がある。 

 

考察②背景因子の検討
単変量解析で、ERMの有無に有意差があった項目を
分類
• 血管因子
Scheie分類(高血圧性変化、動脈硬化性変化)
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収縮期血圧
頸動脈エコーでの血管内膜厚

• 緑内障
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年齢

• 多変量解析でERMの有病率と関連があったの
は年齢のみであった。

• 全ての既報で年齢は唯一の共通する背景因子
となっている

• 65歳以上の人口が21%以上＝超高齢社会

• 日本の65歳以上の人口

2016年27.3%、2025年約30%、2060年約40%と推
定

➡今後ERMは増加傾向にあることが予想される


